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学校法人 行岡保健衛生学園 令和7年度 事業報告書 

 

1 報告事項 

(1) 設置する学校・学科 

ア 大学 

 

イ 専門学校  

 

(2) 事業の概要 

ア 学生確保の状況（令和8年度入学生） 

①  大阪行岡医療大学     

学生確保の一環として、ホームページへの動画掲載を拡大し、またオープンキャンパスに 

  おける学生への説明内容について開催日毎にコンテンツの見直しを図るなどの広報活動を 

  積極的に行い、SNSによる広報も取り入れ、高等学校進路指導部への訪問については、対

象となる高等学校を増やすなどの対策をとり、教職員一丸となって学生確保の取り組みを行

ってきた。その結果、令和8年4月入学生の状況は次のとおりである。 

なお、入試は総合型選抜入試、推薦（指定校、公募）入試及び一般入試を実施した。 

 

② 専門学校（行岡医学技術専門学校、大阪行岡医療専門学校長柄校） 

学生確保に向けた取組として、随時学校見学及び予約制によるオープンキャンパス、その他

インターネットを含めて各種媒体への広告掲載等、積極的な広報活動を行った。 

その結果、令和7年4月入学生の状況は次のとおり。 

設置する学校 開設年度 学部・学科名 校舎・住所 

大阪行岡医療大学 平成24年度 医療学部 理学療法学科 
茨木校舎 

茨木市総持寺1-1-41 

設置する学校 開設年度 学科名 校舎・住所 

行岡医学技術専門学校 
平成11年度 看護第1学科 本庄校舎 

大阪市北区本庄東1-13-11 昭和51年度 歯科衛生科 

大阪行岡医療専門学校

長柄校 

昭和63年度 放射線科 
長柄校舎 

大阪市北区長柄西1-7-53 

  

昭和63年度 臨床検査科 

昭和51年度 鍼灸科 

学部・学科名 定員 志願者数 合格者数 入学者数 

医療学部 理学療法学科 80名 19名 19名 19名 
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なお、入試はAO入試、推薦入試及び一般入試を実施した。 

  

イ 卒業生の国家試験合格率（令和7年度：令和8年3月卒業生） 

 ① 大阪行岡医療大学 

学科名 国家試験名 合格率（本学園） 全国平均 

医療学部 

理学療法学科 

理学療法士 89.8％ 94.9％ 

  

② 専門学校（行岡医学技術専門学校、大阪行岡医療専門学校長柄校） 

学科名 国家試験名 合格率（本学園） 全国平均 

看護第1学科 看護師 94.4% 94.1% 

歯科衛生科 歯科衛生士 100% 93% 

放射線科 診療放射線技師 47.4% 76.2% 

臨床検査科 臨床検査技師 88.0% 84.7% 

鍼灸科 

あん摩マッサー

ジ指圧師 
92.9% 85.0% 

はり師 81.0% 67.2% 

きゅう師 85.7% 70.5% 

 

ウ 就職先確保の状況（令和7年度：令和8年3月卒業生）   

 ① 大阪行岡医療大学    

 

 

 

 

学科名 定員 志願者数 合格者数 入学者数 

看護第1学科 80名 117名 84名 81名 

歯科衛生科 50名   41名 41名 38名 

放射線科 50名 49名 48名 44名 

臨床検査科 40名 31名   28名 25名 

鍼灸科 50名 45名 45名 44名 

学科名 卒業者数 就職希望者数 就職者数（就職率） 

医療学部 理学療法学科 
41名 40名 40名（100％） 
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 ② 専門学校（行岡医学技術専門学校、大阪行岡医療専門学校長柄校）    

 

（3）学校法人の報告 

  １．学生募集のためのオープンキャンパスの実施 

    広報活動の一環として、各学科においては積極的にオープンキャンパスを実施し、昼間 

帯のみならず、夜間のオープンキャンパスも実施し、学生に対しての周知活動を行った。 

    参加された学生にとっては親しみやすい内容の提供を行い、医療技術者養成校として

それぞれの学科の特徴を丁寧に説明した。 

また、卒業後の医療技術者としての果たすべき役割を分かりやすく説明し、工夫をこら 

したものとした。また、夜間帯のオープンキャンパスについては、社会人の受験希望者へ 

の対応として体制を整え、社会人に対しても分かりやすい説明を行った。 

     なお、大学における入学者の確保については、オープンキャンパスの内容を見直し、 

受験生確保につながるように今常に見直しを行い、次年度以降の学生確保に向けて、報 

活動の充実を図った。 

      

2 学生支援のための給付金の支給 

 令和2年度から学生に対する国の新しい修学支援制度に基づく「授業料等減免費補助 

金」につき、引き続き学生への補助金の給付を実施した。 

 これは各家庭の所得に応じて補助金が給付される制度であり、多くの学生にとっては返還 

が不要な形での支援となっている。但し、補助金支給については一定の条件が設けられて

おり、対象となる学生は一層勉学に集中することが可能となった。 

 令和7年度においては、本学園の大学及び専門学校のすべての学科で本制度を実施し、

学生に対しての経済的支援の充実を図った。 

  

3 施設・設備の改修等 

  茨木校舎においては、老朽化による建物の改修に関し、学生からの声を反映し、学内の

トイレの全体について改修工事を実施した。学内の一層の清潔さを維持するためのものとし

て実施したものである。 

学科名 卒業者数 就職希望者数 就職者数（就職率） 

看護第1学科 72名 70名 65名（92.3％） 

歯科衛生科 28名 28名 28名（100％） 

放射線科 40名 18名 16名（88.8％） 

臨床検査科 25名 22名 22名（100％） 

鍼灸科 45名 44名 41名（93.2％） 
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今後は他の校舎についても、老朽化等による建物改修については、事前にその内容を把

握し、計画的に施設・設備の改修を行う予定である。 

   

 5 寄附行為の変更 

   私立学校法の改正に伴い、本法人の寄附行為の変更を行い、令和7年4月から私立学校

法改正後の新しい寄附行為による運用を開始した。 

    

                                                                                           

2.令和 7 年度 会議開催状況 

（1） 法人 理事会及び評議員会の開催 

 令和 7 年度においては、理事会 3 回、評議員会 3 回、それぞれ実施した。 

 理事会及び評議員会においては、前年度の決算及び当年度の予算などの法人全

体の運営に係る重要事項等について討議がなされ、今後の学校運営について様々な

視点から審議が行われた。 

 

（2） 大学における「教授会」の開催 

 大学教授会について令和7年度においては、原則として毎月第3水曜日午前9：30から、同大

学会議室にて定例的に実施した。 

 教授会においては、学内の各種委員会からの報告を受け、その内容の討議を行うとともに、 

特に学生教育内容を中心に検討を行った。 

教授会では学生確保の観点からオープンキャンパス開催日程や、入学試験実施に関する内

容の討議の他、実習施設との対応、教員相互による事業参観等について、学内の教育内容の

充実に向けて取り組みを行った。 

また、欠席の目立つ学生に対しての早い時期から学生への連絡を行い、退学者の防止に努

めた。 

  

（2） 専門学校教務主任を中心とした「定例会議」の開催 

 専門学校における定例会議では、各科の教務主任が出席のもと、令和7年度においては、原

則として毎月第1木曜日午後5：00から本庄校舎2F会議室にて定例的に実施した。 

 定例会議においては、学生確保についての各科の取り組み状況の検討をはじめ、学修状況

や出席状況等の報告に基づき、退学者への適切な対応等について審議を行った。 

また、オープンキャンパスにおける取組として、現在在籍中の学生の協力を得て、オープン

キャンパスに参加した学生に対して、在籍学生からの話しを直接聞くことにより、入学志願への

結びつきができるとの報告もなされた。 

なお、国家試験合格に向けての学生の指導方法を検討し、その他に、休みがちな学生の指

導方法や入学試験の日程・試験科目など入試についての審議・検討を行った。 
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図書館の終了時間を午後7：00（本庄校舎）又は午後8：00（長柄校舎）まで延長し、学生が授

業終了後においても集中して勉強ができる環境を整えた。 

  

3. 理事名簿  令和 8年 5月 1日現在 

理事 常勤・非常勤の別 氏名 

理事長 常勤 行岡正雄 

副理事長 常勤 行岡久美子 

理事 非常勤 三木秀夫 

理事 非常勤 速水泰彦 

理事 非常勤 松下尚司 

理事 非常勤 鹿島洋一 

理事 常勤 松田雄二 

 

 










